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お わ り に
 司会：まだまだ結核の話題はつきませんが，予定の
時間がまいりましたので，この辺で，討論をおわりた
いと思います．
 本日のシンポジウムは，大変抽象的なテーマであり
ましたが，各講師の先生からは，その意とするところ
をよくキャッチされて，多年にわたる貴重な経験にも
とづき，活発かつ斬新なご意見を発表していただき，
まことにありがとうございました．
 最近，私どもは結核罹患率の著しい減少をいいこと
に，ともすると結核への関心がうすらぎがちでありま
すが，私どもの結核治療の終局の目的は結核の完全な
撲滅であります．従って，いかに患者の発生率が減少
したとしても，現状に満足することはできないはずで
篠田・ほか：尿路性器結核 シンポジウム （討論）
あります．このような機会にもういちど見方を変えて，
尿路結核だけでなく，既往症の約40％を占める肺結核
などとの関連性も考えあわせて，より広い見地から今
後の問題を押し進めてゆく必要があると思います．例
えば初期治療をより強化短縮する目的で，症例によっ
ては，より強力な抗結核剤である「リファンピシン」
や「エタソプトール」も一次薬として使用できるように
するとか，国保にも傷病手当金を与えて，安心して長
期間治療を受けることがでぎるようにするとか，抗結
核剤による副作用の検査を公費負担にするなど，また，
さきほども友吉先生から提案のありました身障者あつ
かいにする問題等々，行政面での改善も今後の重要な
．課題であります．また，それと同時に国民一般の参加
371
・協力へのP．R．も忘れてはならないたいせつな点で
あろうかと考えます．これらの閥題を着実に取り上げ
て，結核の早期発見，一早期治療，再発予防，さらに進
んで予防対策を考えてゆくことが，ひいては尿路挫器
結核の完全撲滅を達成する明日への近道であろうと信
じます，
終りに，本日のこの意義深いシンポジウムを企画され，
かつ，司会の栄をお与えくださいました西浦会長に衷心よ
り敬意を表し，ご苦労願った講師の先生，ならびに長時間
ご静聴いただきました会員の皆さまに心から謝意を表する
しだいでございます．
（1972年11月14日受付）
